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２節＜太陽が動かす大気と水＞ 

１ 太陽の放射エネルギー 

       地球の温度上昇の熱源 

 (1) 核融合反応 ＝ 水素原子 4 個からヘリウム原子が 1 個できる反応 

 

 

 

 

① 失った質量をエネルギーにしている  太陽は毎秒 42 億 kg 減 

 

 (2) 太陽の表面 

  ① 光球 ＝ 太陽の表面 5500℃ 

   ・ 表面には粒状斑とよばれる網目構造 

    → 対流によって生じる 

 

 

 

 

   ・ 周辺減光 ＝ 光球周辺の暗い部分 

  ② 黒点 ＝ 光球に見らる暗い部分 

   ・ 温度が低い→暗い 

   ・ 磁場が強い 

  ③ 白斑 ＝ 明るい斑点状の部分 

 

 (2) 太陽の周辺 

  ※ よく観察できるのは皆既日食の時 

   → 太陽が月に隠される現象 

 

  ① コロナ ＝ 100 万℃以上のガス 

  ② 彩層 ＝ 光球外側の赤い層 

  ③ プロミネンス(紅炎) ＝ 赤い炎の 

    ような突起 

 

 

 (4) 太陽の活動 

  ① 太陽風＝荷電粒子（電子や陽子）の流れ 

   ・フレアが起きると太陽風○大 

 

 

２ 太陽定数 ＝ 太陽光線に垂直な 1ｍ２の平面で 1秒間に受け取る日射量 

 (1) 現在は、 1400  J/m２・s 

 

 

 

Ｒ = 6400 km =6400000 m = 6.4×10６ m 

 

  ① 1 秒間で、地球が太陽から受け取るエネルギー 

   →   太陽定数   ×   面積   × 1 秒 

    ＝ 1400 × 3.14 ×(6.4 × 10６)２ ×１ ≒ 2×1017 J 

※ 日本の年間総発電量は約 1×1019J であり、1×1019／2×1017 ＝ 50 秒 あまりでその値に達する。 

 

３ 温室効果 ＝ 大気と地球が暖められる効果 

 (1) 温室効果ガス ＝ 水蒸気、二酸化炭素などの赤外線を吸収するガス 

 (2) 地球表面のエネルギー収支 

太陽から地球に入ってくるエネルギー  ＝  地球から出ていくエネルギー 

→ 可視光線として入射           → 赤外線として放射 

 (3) 大気による温室効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A  の場合 …大気が存在しないとき、エネルギー収支がつりあうため、 

        地表から宇宙へ 100 のエネルギーが、 赤外線 で放射される 

 B  の場合 …大気が存在するとき、地球から放射するエネルギーX がすべて大気に吸収されると仮定する。 

       大気は吸収したエネルギーを上と下にそれぞれ Y ずつ均等に放射するとき、 

 

・大気における釣り合いの式    ∴
ゆえに

 地球から放射するエネルギーX は、 

X=2Y              X=  ２００ 

・地表における釣り合いの式          →したがって、A よりも B の方が地上の温度は高くなる 

100＋Y＝X 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

太陽が動かす大気と水 
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質量 光速２ 

エネルギー 

オーロラ 

面積 ＝ πＲ２ 

R 

指数表記について詳し
く知りたい⼈はこちら
を参照。授業では深くは
⽴ち⼊りません。 

太陽から 100 のエネルギーの可視光線が⼊射し、いったん全て地球に吸収されたと仮定する。 

それぞれのパターンにおける、地表からの放射量を⽐較しよう。 

 A  大気が存在しない   B  大気が存在する 

100             宇宙空間  100             宇宙空間 

   

   

   

地表  地表 

 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
  


